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今年も７月６日（月）に恒例となりました特別講演会（当事務所主催）を開 

催させていただきました。講演会も今回で第６回を数え、すっかり定着してき 

た感がございます。顧問先の皆様また顧問先でない方々にもたくさんお越し頂 

き、今年は例年以上に大盛況となりました。 

 

この所報のバックナンバーは弊所ホームページにて掲載しております。 

 



 

 

講師には「㈱イエローハ 

ット」を創業された鍵山秀三

郎先生をお迎えし、「凡事徹

底～ひとつ拾えば、ひとつだ

けきれいになる」をテーマに

お話し頂きました。 

 

 

「㈱イエローハット」といえば

自動車用品専門の大型小売店と

して全国に展開する東証一部上

場企業です。その創業者である鍵

山先生ですが、創業以来長年にわ

たり掃除を続けていらっしゃったそう

で、掃除を通じてご経験された事柄をも

とに、先生の信条である「凡事徹底」の

大切さをお話ししてくださいました。不

況といわれる現在、企業経営は困難を極

めますが、今の時代を生き抜いていくた

めのヒントを与えてくださったように

思います。 

皆様よりご回答頂いたアンケ

ート結果からも先生のお話に感

銘を受けられた方が多かったこ

とがうかがえました。 

また今回の講演会の満足度に関

しましても「非常に満足・ほぼ

満足」との回答が９割を超えた

ことには私どもも大変うれしく

思います。 

 

 



 

講演会後の懇親パーティーには、これもまた多くの方がご出席くださり、鍵山先生 

を交え、先生と直にお話しされる方、テーブルごとにお話に花を咲かせる方等々、有 

意義な時間をお過ごしいただけたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は新しい試みとして、この時間を利用 

して、ご自分の企業紹介などもしていただき 

ました。異業種間の交流を目的としたこのパ 

ーティー、例年講演後に開催しておりますの 

で、この場をひとつの機会とお考えいただき、 

ご活用いただければと思います。 

足元の悪い中お越しいただいた皆様、

本当にありがとうございました。またア

ンケートのご協力にも感謝しております。

今後の講演会開催に役立たせて頂きます。

まだ一度もお越しになられたことのない

方もぜひ一度足をお運び頂ければ幸いに

思います。職員一同お待ちしております

ので、来年もどうぞよろしくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

６月１２（金）、１３日（土）の一泊二日で所員旅行

に行ってまいりました！！今回は福島・北茨城方面へ。

陶芸体験に酒蔵見学、水族館見学。とりわけ陶芸体験

では初陶芸となる人がほとんどで、それぞれが思い思

いの作品に真剣に取り組んでいました。特に女性には

大好評でした。作品はまだ届いていませんが、機会が

あれば事務所便りに作品集を

掲載するかも・・！？よい旅の

思い出となりました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『 

今
の
自
分
に
出
来
る
事 

』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新 

井 

勝 

代 

 

高
校
在
学
中
、
私
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。 

初
心
者
で
入
部
し
た
私
は
上
手
な
先
輩
を
見
て
「
エ
ー
ス
に
な
り
た
い
。｣

と
思
う
様
に
な
り
、
毎
日
先
輩
を
目
標
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
２
年
生
の
夏
休
み
、
練
習
中
に
大
怪
我
を
し
て
し
ま
い
コ

ー
ト
に
は
入
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

今
ま
で
努
力
し
て
き
た
分
、
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
部
活
を
辞
め
よ
う
と
考

え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
時
、
仲
間
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
と
「
勝
代
は
試
合
に
は
出

ら
れ
な
く
て
も
私
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
よ
。
い
る
の
と
、
い
な
い
の
で

は
全
然
違
う
よ
。
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
仲
間
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
出
来
な
い
自

分
に
は
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
、
動
け
な
い
分
人
一
倍
声
を
出
し

部
活
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
今
の
自
分
に

出
来
る
事
を
見
付
け
、
精
一
杯
努
力
す
る
事
が
大
切
だ
と
気
付
く
事
が
出

来
ま
し
た
。 

 
 

 

 


